
「千葉市中央区８０・５０を考える会」

令和７年度 活動報告会

令和８年２月１４日

加藤 聡子



８０５０問題とは

80代の高齢の親と、50代の働いていない子どもが

外になかなか助けを求められないまま過ごし、

親が介護状態になったり、亡くなったりした後に、

子どもが生活できなくなる問題

このような状況の方を中央区から一人でも減らしたい！

→中央区80・50問題を考える会を立ち上げました



事業概要

１）社会参加へ一歩踏み出すための事例集づくり（WEB媒体含む）

２）啓発活動（講演会、勉強会等）

8050問題を抱えるご家庭に対して、

支援を受けることで、社会参加できるということを知って頂き、

社会参加へ一歩踏み出していけるよう支援する



事業内容

１）毎月会議を行い、事例集づくりについて話し合う

２）講演会・勉強会の企画

３）当事者団体を対象にした地域勉強会



付帯条件

１）前回事業との違いを明確化するとともに、今回の事業目的に

主眼をおいた事業内容とすること

２）当事者目線に立った視点で、事業に取り組むこと



実績報告



事例集（簡易版） ※配布資料参照



事例集（詳細版） ※配布資料参照



映画上映会＆座談会（10月11日）

１）映画上映
『どうすればよかったか？』

2）座談会
『今、地域でなにができるか』

３）個別相談会



映画会報告

◆参加人数 123人

◆個別相談

中央区障害者基幹相談支援センター4人



当事者の方への取り組み

１）事例集を届ける

・映画会を実施し、事例集を配布

・千葉市自閉症協会、千葉市手をつなぐ育成会、千家連の事務局へ送付

・各センターから当事者への配布

（自閉症協会の総会、中央区実践事例報告会での発表を行い、事例集を配布。）

２）毎月、精神障害者の母の会を実施

３）千家連（千葉市精神障害者家族会連合）意見交換会参加



当事者会との関りの中で見えてきたこと

１）会員の高齢化により、運営が難しくなってきている

→共同での勉強会の開催の必要性

２）親の意識と支援者の意識の違い

支援者：なんとか支援につなぎたい

家族：まだ向き合うことがつらい家族もいる

本人が精神的に穏やかに暮らすためにどうしたらいいか



千葉市ひきこもり推定人数(15～64歳）

中央区
40～64歳の場合

1515人



精神障害 手帳所持者推定数（40～64歳）



ひきこもり推定人数と手帳所持者推定人数



潜在的なニーズがまだある





来年度の活動予定

１）事例集の増刷

２）当事者会との合同勉強会

３）8050問題のパンフレット

（※可能であれば、当事者の方のイラストを採用したい）



ご清聴ありがとうございました
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